
カフェひこうせん

◎県産木材のPR

本施設はカシマスタジアムへの来場動線に隣接し、全国から集まる人々の

目に触れる立地であることから、県内外の多くの人々に対して県産木材をPR

できる。無垢材を多く使用することで、県産木材をダイレクトに見せている。

◎木材の見せ方

柱を樹木に見立て適切な距離で配置することで、

訪れた人々に自然の森を想起させ、木本来の姿や質感を印象付けている。

また、外壁を杉板張の仕上げとしたり、

大きな窓から室内の無垢材が見えたり、

外観からも県産木材をアピールできる。

◎コスト
梁スパンを2間以内に短くし梁成を

抑える等の工夫により、工事費を

抑えている。

■建築概要

所在地 鹿嶋市 施設用途 障がい者就労支援施設

構造・階数 1階建て 延床面積 137.97㎡

事業費 34,600千円 木工事費 13,506千円

工期 令和3年9月~令和4年3月 設計者 象設計集団

施工者 株式会社二輝建設 木材供給者 丸芦建材株式会社

■施設の概要・特徴

本施設は、障がい者就労支援施設としてカフェ運営を行いながら、子育て相談の場や隣接する広場でイ
ベントを開催するなど、通所者だけでなく多くの人々が利用することができる。

樹種
県産木材
使用量 使用部

スギ 21.87㎥
構造用材、
羽柄材、

羽目材、合板

ヒノキ 4.08㎥ 構造用材

県産木材計
（木材使用量

計）

25.95㎥
（26.99㎡）


